
　

葛飾区の主なイベント・花カレンダー

８日　花まつり

５日頃　はしご乗り

資料：かつしか観光ガイドマップ他

下旬　葛飾区子どもまつり/
　　　　子どもつり大会

上旬～下旬　
 葛飾菖蒲まつり

上旬　古録天神社例大祭　

中旬　葛西神社例大祭
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３月下旬～４月上旬
さくらまつり

下旬　寅さんまつり

３日　節分

下旬　葛飾納涼花火大会

1月 2月 3月 4月 5月 7月 8月 9月 10月 11月 12月6月

順次区内を巡り、高さ７メートルのはしごの上で
「肝落とし」などを披露しています。

木下川薬師（東四つ木）では翌日も植木市が開
かれ、まつりの気分を盛り上げます。

都立水元公園で行われます。当日はイベントが
盛りだくさんで、家族や友人同士で一日楽しく過
ごせます。

堀切菖蒲園（堀切）と都立水元公園で行われま
す。菖蒲にふさわしいイベントも行われ、多くの
観光客を楽しませます。

３頭の獅子が柴又八幡神社（柴又）の境内で踊
るのが神獅子舞です。今でも古式にのっとった
舞が披露されます。

お囃子が同乗する獅子頭の山車が出るのは、区
内では古録天神社（柴又）の例大祭だけです。

「葛西囃子」（東京都無形民俗文化財）は葛西神
社（金町）が発祥の地で、江戸のまつり囃子の
元祖とされています。今も例大祭や、酉の市な
どで奉納演奏されます。

柴又帝釈天（柴又）境内にて行われます。楽し
いイベントが盛りだくさん。夏まつり主役の盆踊
りがまつりを盛り上げます。

区内の各寺社で節分会が行われます。柴又帝
釈天（柴又）では、鬼が退治される芝居が行わ
れます。

葛飾の夏を告げる花火大会は、柴又江戸川河
川敷で行われます。

区内数ヶ所で行われます。寅さん記念館上の柴
又公園（柴又）では春のさくらを呼ぶおまつりが
行われます。

９日頃　神獅子舞

八劒神社（奥戸）の例大祭では、３年に一度、い
にしえを彷彿とさせる雅な舞など、雅楽が奉納
されます。また、於玉稲荷神社（新小岩）では１
年を通じ、種々の祭礼などで雅楽の奉納を行っ
ています。

上旬　雅楽奉納

奥戸天祖神社（奥戸）で収穫祭として行われま
す。翌日には御輿も付近を廻ります。

第３土曜日 大しめ縄づくり

区内で酉の市が開かれているのは葛西神社だ
け。  「金町のお酉様」と呼ばれ、毎年大勢の人
で賑わいます。

酉の市

大岡裁きで名高い南蔵院（東水元）のしばられ
地蔵は、年に一度、大晦日に縄解き供養が行
われます。

大晦日　　　　　
しばられ地蔵
縄解き供養　
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下旬　蝋梅

２月下旬～３月中旬
ネコヤナギ

上旬　さくら ６月・７月　
アジサイ

９月～１０月中旬
コスモス

上旬　ツツジ 上旬　コウホネ
１０月　銀杏

中旬　里桜 ６月　花菖蒲 上旬　フジバカマ

８月～１０月中旬
秋の七草

６月下旬～７月
アサザ・スイレン

４月下旬～５月上旬
牡丹

下旬　しだれ桜
上旬　冬桜・
メタセコイヤ

４月中旬～１１月下旬
バラ・ダリヤ

８上旬～９月下旬
オニバス・サルスベリ

上旬　藤

下旬　雪柳

上旬　彼岸花・ポプラ


